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はじめに1 .
　 国 際 非 開 削 技 術 協 会（ISTT） の 2015 年 大 会，
International No-Dig 2015がトルコのイスタンブール
で2015年9月28日から30日にかけて開催された。こ
の大会の概要は本誌2016年1月号に小谷和弘氏によ
り既に報告されている。この大会にてドイツのIKT 

（Institut für Unterrirdische Infrastructur） の 管 更
生の施工検査結果についてRoland W. Waniek氏代
理のBert Bosselel教授から発表された 1）。この発表
内容にIKTが別途公表している報告書の最新版IKT-
LinerReport 20142）， 昨 年 版 IKT-LinerReport 20133）

を加えて，ドイツの管更生の最新の検査結果につい
て報告する。なお，会議における発表内容 1）はIKT-
LinerReport 20133）とほぼ同様であった。

IKTの性格と機能2 .
　IKTはドイツのBochum（ボーフム）大学からスピ
ンアウトした中立・独立の非営利会社で，ドイツ環境
省の認可により1994年に設置された株式会社である。
EU基準にもとづいて承認され，ドイツ政府（DIBt： 
Deutsches Institut für Bautechnik） に よ り 設 置 認
可されている。発行株式所有比率は130の関係市が
2/3，60の民間企業が残り1/3である。DIBt はIKT
にCIPP（管渠更生工法の内の反転・形成工法）の検
査試験機関として許可を与え，DIBtの高級専門委員会
として位置づけている。また，ドイツだけでなくオラ
ンダやスイスの施工業者の施工結果も評価している。
　この検査結果の公表の目的は市場（クライアント） 
への透明性を増すこと，および，施工結果を明らかに
することを通じて施工結果の質を向上させることとし
ている。この公表により，2004年当時の更生管の水
密性の基準が高すぎるという企業側意見を排して自治

体側の要求に合わせたこと，その他，インナ─フィル
ムを取り除かないで水密性試験をする件，更生管の
50年保証の件などの議論が進んだとしている。他の
紹介資料として文献4等がある。

IKTの検査・試験3 .
　IKTの材料試験センターでは，更生工法や修理（ラ
イナー，グラウチングやインジェクション用の樹脂，
被覆被膜材料，ライニング），建設資機材（コンクリー
ト管，鉄筋コンクリート管，陶管，樹脂管，マンホール），
材料（柔軟剤，固化剤，プラスチック）に関わる検査・
試験を実施している。CIPPに関し2014年にIKTに持
ち込まれた試験片の76%は自治体から，残り24%は
施工会社からの依頼であった。一つの工法で5か所の
工事現場から最少25サンプルの試験を依頼したオラ
ンダの企業もあった。IKTのCIPP試験項目は，曲げ
弾性係数，曲げ強度，更生管の厚さ，水密性の4項目
である。なお，これら以外の試験項目，耐荷強度，耐
震性，耐薬品性，耐摩耗性，耐ストレインコロージョ
ン性，成形後収縮性等は施工試験としては含まれてい
ない。この基準は自治体，施工業者，生産者が合意し
たものである。この試験のサンプル数の経年変化を図
−1に示す。
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（1）採取試験サンプル
　CIPP施工にて硬化終了後，管内壁より30cm角の
更生部を切り取り試験材料とする。試験片はこの切り
取られたものを5分割したものである。（大会発表時
の質問に対する回答による）
（2）試験方法
【曲げ弾性係数】
　DIN EN ISO 178，DIN EN ISO 11296，Part 4，
DIN EN 13 566，Part 4に準拠
　耐荷重性を表す指標の一つと位置づけ，地下水圧，
土圧，交通荷重に耐えることを求めている。
【曲げ強度】
　DIN EN ISO 178 and DIN EN ISO 11296，Part 4/
DIN EN 13 566 -4に準拠
　短期曲げ強度を示し，許容変形前に破壊しないこと
を求めている。

【更生管の厚さ】
　DIN EN ISO 11296，Part 4に準拠
　曲げ弾性係数と更生管の厚さは管剛性を決定するも
のであり，更生管の厚さが減少すると座屈しやすくな
るので試験する。
【水密性】
　吸引圧 500mbar，吸引時間 30 分，吸引面積直径
5cm，内表面コーティングフィルムを除去（その際，
樹脂を傷つける許容深さ2mm，サンプル数3個で，
染み出しや水漏れがあれば不可とする。
（3）試験結果
　2014年の試験結果は施工会社名で表−1のように公
表されている。

表−1　2014年の試験片提出工事会社と使用工法2）

施工会社名と工法の種類，試験片数，試験発注先が示されている。同一工法でも施工会社により適合率が異なる。なお，GRP（Glass-fiber 
backing material）はガラス繊維含浸樹脂，NF（Needle-felt backing material）は不織布含浸樹脂を意味する。
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表−2　2014，2013年の短期曲げ弾性係数試験結果2）

表−3　2014，2013年の曲げ強度試験結果2）
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表−4　2014，2013年の更生管の厚さの試験結果2）

2014年の弾性係数と曲げ強度の全体平均適合率はいずれも98 .7%である。ガラス繊維型では曲げ弾性係数が99 .2%，曲げ強度が
99 .5%となるのに引きかえ，不織布型では曲げ弾性係数が99 .2%，曲げ強度が95 .3%となる。更生管の厚さでは全体平均適合率は
96 .8%である。表中の「─」は，サンプル数が統計解析できるほど多くないことを示している。

2014年，水密性の試験結果は検査業務開始以来，初めて低下した。2013年の適合率98 .5%から2014年は96 .6%に低下した。これは
表−６に示すようにインシチュフォームの適合率が79.8%となったことによる。ガラス繊維型の工法の適合率には変化がなかった。

表−5　2014，2013年の水密性試験結果2）
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試験公表制度に関する社会的評価4 .

　この試験公表制度により得られた効果は以下のよう
である。
①CIPPの質の確保に関し透明性が高い。
②CIPP技術に対し利用者の信頼度が高くなった。
③施工業者への社会的圧力が施工の質を高めた。
④価格競争のみならず質の競争が生じてきた。
⑤ドイツのCIPP技術が世界一と認められるように

なった。
⑥ドイツのCIPP産業が輸出に成功するようになった。
⑦過去10年間で10%以上質が向上した。

IKT報告書（LinerReport）の今後の展開5 .

　IKTは試験結果報告書の発行の今後について以下の
ように述べている。
①IKTはこれからもCIPP試験を継続する。
②IKTはこれからも報告書を発行し続ける。
③そうしなければ，CIPPの質が低下するだろう。
④社会的圧力が良好な質を維持し続けさせるであろう。
⑤報告書にある業務はEU以外の地域にも展開してい

くだろう。

表−6　ライナー別にみた各項目の2014年の適合率2）

上述のAlphaliner，Brandenburger，Berolina linerは既に我が国に導入され一部改良されている。

表−7　ライナー別にみたオランダでの各項目の2014年の適合率2）

＊本試験ではオランダのKOMO財団の承認により2014年9月15日以降はインナーフィルムを切除していない。

　インシチュフォームはドイツよりもオランダでより多用されており，試験片もオランダからのものである。
オランダでの適合率を表−７に示す。
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わが国との比較6 .
　CIPPによる管渠更生後の検査に関し，わが国では
JIS A 75115）の7.8 . 1や7 .8 . 2，付属書CのC.2，付属
書JDの要求事項がある。要求事項数はわが国の方が
ドイツより多いが，検査方法を見ると，わが国の場合，
実施者，試験者，結果の公表方法等が明確ではなく，
さらに，サンプル採取位置の許容範囲も異なっている。
また，ドイツのように企業名，施工法を含めて施工基
準適合率を公表するところまでいっていない。わが国
での適合率は100%でないはずである。下水道も公共
資本と公共サービスのひとつであるので，社会に対し
て検査結果を知らせて透明性を増すなど，公共性に適
う仕組みと体制を早急に樹立することが望まれる。
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